
報道関係者 各位               平成 30 年 11 月 5 日 
プレスリリース                 聖天通商店街振興組合 
 

グルメの街福島の老舗商店街でご利益タップリの 
「聖天だいこん」を食べ歩くグルメイベントを開催 

 
平成 30 年 11 月 17 日から 12 月 1 日までの 15 日間、福島区鷺洲の聖天通商店街において、 
グルメイベント第 2 回「だいこん祭り」を開催します。 
イベント参加の 11 店舗には期間中、商店街とご縁のある聖天了徳院でご祈祷していただいた、   
ご利益タップリの「聖天だいこん」を料理の材料として使用してもらっています。 
参加店はいずれもグルメの街・福島で生き残ってきた実力派のお店ばかりです。 

 
記 

第二回だいこん祭り 
日時  平成 30 年 11 月 17 日～12 月 1 日（時間は各店舗によります） 
場所  聖天通商店街（大阪市福島区鷺洲、最寄り駅 JR 大阪環状線 福島駅） 
参加店舗数  11 店舗 
 
関連イベント 
  聖天だいこん ご祈祷  11 月 17 日 9:00～ 聖天了徳院にて 
  聖天だいこん 試食会  11 月 17 日 14:00～  聖天通商店街にて 
    聖天だいこんの煮物のふるまい、だいこんクイズ、バザー、キッズダンスなど 
 

 連絡先 聖天通商店街振興組合（大阪府大阪市福島区鷺洲２丁目） 
事業部 北村 浩二   

TEL 090-9786-8969 
Mail kitamura.koji@shouten-ph.com 

 
聖天通商店街と聖天さん 
聖天さんは、創建年月は不明ですが、江戸時代中期の 1736 年に高野山の僧が入寺して再建され、ご

本尊には大聖歓喜天(聖天さん)を戴いています。  
この大聖歓喜天は浦江(今の鷺洲、大淀あたり)がまだ海岸だった折、漁師の網にかかって海中から出

現したそうです。聖天さんの表参道の商店街ということで、「聖天」のお名前を頂戴し、「聖天通商店

街」として歴史が始まりました。戦前は大変賑やかで心斎橋筋、九条新道、十丁目筋（現天神橋筋） 
と並んで大阪四大商店街と呼ばれた時期もあったそうです。 

 
なぜ大根料理なのか？ 
大根の白色は息災を意味し、食べると、体内の毒や煩悩を消してくれる働きがあるとされています。

これを聖天さんの「おはたらき」をあらわすものとして尊ばれ、古くからお供え物とされてきました。

また一説には、大根は聖天さんの好物だとも言われています。全国にたくさんある聖天さんをお祀り

する寺社においても「だいこん祭り」が多数開催されています。 
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